
  

  

第７章 計画の推進と進行管理 

１ 計画の推進 

（１） 推進体制 

この計画に基づき、地球温暖化問題への対策を総合的かつ計画的に推進するた

めに、県民・事業者・大学等で構成する「三重県地球温暖化対策実行計画推進

委員会（仮称）」（以下「推進委員会」という。）を設置し、各主体と連携して計画

を推進します。 

また、庁内推進組織である三重県環境保全・地球温暖化対策推進委員会では、

各部局における地球温暖化対策の進捗管理と情報交換を行うことで、全庁的に計

画を推進します。 

 

（２） 各主体の役割と連携 

地球温暖化問題への対策を推進していくには、県民、事業者、行政等がそれぞ

れの役割を果たしつつ、各主体が連携して取り組んでいく必要があります。 

 

■県の役割 

県は、地球温暖化問題に対する取組を総合的に推進するため、県民・事業者等

が主体的に取り組めるよう計画を整備するとともに、地球温暖化防止の普及・啓発

を行い、市町が行う地球温暖化対策に協力して市町とともに温室効果ガスの排出

削減に取り組むなど、様々な主体と連携し地球温暖化対策を推進します。また、県

の事務事業における地球温暖化対策の率先実行を行います。 

 

■市町の役割 

市町は、住民に身近な自治体として、地域の自然的・社会的条件を生かして、

地域に適したきめ細かい地球温暖化対策を行うことができます。特に民生家庭部門

における地球温暖化対策を推進するためには、市町の役割が極めて重要となりま

す。市町には、地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく地方公共団体実行計

画の策定が必要であり、事務事業に関して地球温暖化対策に率先実行して取り組

むとともに、地域に根ざした対策を推進することが求められます。 

 

■県民の役割 

県民一人ひとりが生活を見直し、エネルギー消費の少ないライフスタイルに変革

し、家庭での省エネルギーや廃棄物の減量化・リサイクル、再生可能エネルギー

の導入に取り組み、また、環境保全活動に積極的に参加することが求められます。 

 

■事業者の役割 

事業活動における環境保全活動を推進し省エネルギーや再生可能エネルギー

の導入に取り組み、従業員への環境教育を推進するとともに、事業活動自体を低

炭素に配慮したものに変革することが求められます。 
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■三重県地球温暖化防止活動推進センター等の役割 

三重県地球温暖化防止活動推進センターは、三重県地球温暖化防止活動推進

員をはじめ事業者や行政など様々な主体と連携し、県民に対して地球温暖化防止

行動を促す事業を展開して、エネルギー消費の少ないライフスタイルの定着を図っ

ていくことが求められます。 

三重県地球温暖化防止活動推進員は、三重県地球温暖化防止活動推進センタ

ーや行政と連携し、地域において県民に情報提供・普及啓発を行い、地域におけ

る地球温暖化防止活動を推進することが期待されます。 

 

■団体・ＮＰＯ・大学等の役割 

ＮＰ Ｏ や各種団体は、自主的な取組を進めており、豊富な実践経験があるため、

環境保全活動を組織的に行うことはもとより、様々な主体と連携して活動を展開し

ていくことなどが求められます。 

また、大学等の教育機関は、その専門性を生かし、地域の社会的条件や自然的

条件を踏まえて将来に向けた新たな取組を提案することが求められるとともに、環

境教育の核としての役割も期待されます。 

 

２ 進行管理 

この計画を着実に推進し、実効あるものとするため、推進委員会を活用して、

PDCA サイクルを取り入れた計画の進行管理を行います。 

具体的には、定期的に温室効果ガスの排出状況を把握し、計画の進捗状況等を

評価し、必要な対策の追加・拡充又は見直しを行い、継続的改善を図ります。 
 

（１） 進行管理 

■温室効果ガス排出状況の把握 

定期的に必要な統計資料等のデータを収集し、県域の温室効果ガス排出量を算

定します。この計画で掲げた温室効果ガス排出量の目標（全体・ガス別・部門別・

主体別等）の進捗状況を確認し、点検・評価につなげます。 

 

■施策の進捗状況の把握 

計画の進捗状況を把握するため、計画に盛り込まれた対策を具体化した事業の

進捗等を毎年把握します。 

 

■評価及び課題の抽出 

計画の進捗状況及び温室効果ガスの排出状況について、推進委員会において評

価を行うとともに課題を抽出し、新たな施策の検討につなげます。 

 

■新たな施策の検討 

必要に応じて新しい対策について追加・拡充を検討します。 
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